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テーマ1 　米穀情勢・令和7年産米穀の取り扱い
米穀情勢

1.　販売情勢
（１）令和６年産米の販売状況について

令和 ６ 年産米の作柄は ５ 月下旬の低温や ７ 月以降の日照不足、さらには ７ 月25日の大
雨の影響により、生育量不足や登熟不良等で作況指数は94の「不良」となりました。実
際の収穫量についても、国が示した作況とは大きく乖離したことで全国的にコメ不足の
情勢となりました。

また、コメの不足感から価格が高騰したことで、政府は米の価格抑制や需給調整を主
導し、備蓄米の放出によりコメ不足の解消と価格の上昇を抑える対策が行われました。
５ 月下旬より随意契約による安価な備蓄米が放出されたことから、需給環境が緩み ６ 年
産銘柄米の需要が停滞し、各産地の高価格帯銘柄が苦戦を強いられる状況となりました。

当ＪＡの ６ 年産米は銘柄により違いがあるものの、出荷は例年よりも緩やかに進捗し
ていることから、今後も計画的な引取りを要請しているところです。

令和 6 年産米の追加精算金については、米価高騰を反映し昨年11月に「はえぬき」で
1 俵当り2,000円、さらに ４ 月に4,000円、その後も継続的に販売先と値上げ交渉に臨み、
８ 月に2,500円をお支払いし、合わせて8,500円の追加精算の実施により生産者所得の向上
に努めました。

（ ２）令和７年産米の概算金及び販売方針について
令和 ７ 年産米については、既に各主産県で概算金が発表され、いずれも昨年より大幅

に高い概算金が設定されております。ＪＡ全農山形県本部でも例年よりも早い ８ 月18日
にＪＡ概算金が示され、当ＪＡでも「はえぬき」で １ 俵あたり27,500円の設定とさせて
いただきました。民間業者との集荷対策及び生産者手取りを最優先に考え、早期の概算
金の発表とさせていただきましたので、今後も市場相場を注視しながら販売には最大限
努力してまいります。

また、各販売先からは当ＪＡ産米の数量確保を強く要望されていることから、 ７ 年産
米につきましても、 １ 俵でも多くＪＡに出荷いただきますようよろしくお願い申し上げ
ます。

₇年産米概算金単価一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位 :円/60kg、税込)
種 　 類 品 　 種 等級 概算金単価 前年産単価 前年差

うるち米

はえぬき 1 27,500 16,000 11,500
つや姫・特別栽培米 1 30,500 19,000 11,500

雪若丸 1 28,000 16,600 11,400
ひとめぼれ 1 27,800 16,300 11,500

醸造用米 出羽燦々 1 23,500 13,500 10,000
も ち 米 でわのもち 1 30,000 14,000 16,000
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（３）令和７年産米の需給の見通しについて
令和 ７ 年産米の各都道府県における主食用米への作付転換面積は、昨年より拡大して

おり、さらに備蓄米の放出により民間在庫も増加すると見込まれています。国内の人口
減少等が起因し年々減り続ける需要量に対して、全国的な作柄や今後の需給環境によっ
ては、米価の下落が懸念される状況にあります。

■ 農林水産省は、令和 7 年 7 月30日に食糧部会を開き、主食用米等における今後の需給見通
しを示しました。一部抜粋しポイントを紹介します。

＜令和 7年／ 8年の主食用米等の需給見通し＞
（単位：万トン）

【 食 糧 部 会 試 算 】 ₃月食糧部会
₇月 食 糧 部 会
の参考値を反
映した場合

令和 7 年 6 月末民間在庫量 Ａ 158 157
令和 7 年産主食用米等生産量

（参考：前年生産量） Ｂ 683 
（679）

735
（679）

備蓄米供給
（参考：入札31万㌧＋随契₅万㌧） Ｃ ― 25

（36）
令和 7 / 8 年主食用米等供給量計 Ｄ＝Ａ+Ｂ+Ｃ 841 917
令和 7 / 8 年主食用米等需要量 

（参考：前年需要量） Ｅ 663 
（674） 今後検証

令和 8 年 6 月末民間在庫量 Ｆ＝Ｄ-Ｅ 178 今後検証

Ｂ ：令和 7 年産の主食用米等生産量については、平年作の場合での見込生産量になります。
Ｃ ： 政府備蓄米25万トンを供給予定（₆月30日時点）
Ｅ ： 令和 7 / 8 年主食用米等需要量の見通しを基本指針（ 1 人当たりの消費量に人口を乗じる 

　　　 手法）で算出した数値です。
Ｆ ： 7 年産米の米価上昇で消費が変動する可能性があるほか、訪日外国人の増減でインバウ 

　　　 ンド需要も変わる可能性があります。

　　 ※ 令和 7 / 8 年の備蓄米の運営については、今後検証等を踏まえて見直しが行われます。
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２．令和７年産品目毎の取組計画
当ＪＡの 7 年産米の予約数量は主食用米で55万 7 千俵、作付面積で6,616haとなっており、昨

年の予約数量から約 1 万 6 千俵ほど減少しています。品種構成では「はえぬき」が約 1 万 6 千
俵の減少で31万 5 千俵となり、全体の56.4％（うるち米のみでは56.7％）を占めています。「つ
や姫」は 8 万 3 千俵で14.9%（同15.0％）、近年単収の良かった「雪若丸」は作付面積増により約
5 千俵ほど増え、10.1%（同10.2％）となっています。

令和₇年産米の銘柄別出荷契約（予約）数量
単位：60kg/俵

銘　　柄
7 年産（予約） 6 年産（予約）

増減（R7－R6）
数　量 うるち米

の構成率 数　量 うるち米
の構成率

は え ぬ き 314,675.5 56.7% 330,128.0 57.8% △15,452.5
つ や 姫 83,479.5 15.0% 84,770.5 14.8% △1,291.0
雪 若 丸 56,323.5 10.2% 50,554.0 8.8% 5,769.5
ひ と め ぼ れ 15,780.0 2.8% 17,244.5 3.0% △1,464.5
開 発 米 82,832.0 15.0% 86,669.0 15.3% △ 3,837.0
そ の 他 1,759.0 0.3% 1,875.5 0.3% △ 582.0

〈うるち米計〉 554,849.5 100.0% 571,241.5 100.0% △16,392.0
醸 造 用 米 1,655.0 ― 2,029.0 ― △ 374.0
も ち 米 1,091.5 ― 1,142.5 ― △ 51.0

〈主食用米計〉 557,596.0 ― 574,413.0 ― △16,817.0
加 工 用 米 159,880.5  ― 119,484.5  ―  40,396.0
米 粉 用 米 1,205.5  ― 6,044.0 ― △4,838.5
輸 出 米 90.0 ― 2,264.5  ― △2,174.5
飼 料 用 米 104,642.0 ― 150,484.5  ― △45,842.5
備 蓄 米 0.0 ― 0.0 ― 0.0
大 豆 13,395.5  ― 15,506.5  ― △2,111.0
そ ば（45㎏/俵) 2,585.0 ― 2,720.5  ― △ 135.5

〈 合　 計 〉 839,394.5 870,917.5 △31,523.0
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令和７年産米穀の取り扱い

１．ＪＡ米と一般米の格差
昨年同様、一般米は△300円／6 0kg（税抜）の格差が設定されてい

ます。

２．等級間格差
単位：円（税込）/60kg

区　　分 等　　級 概算金単価格差

う る ち 米
1 ～ 2 等 間 　600
2 ～ 3 等 間 1,000

も ち 米
1 ～ 2 等 間 　600
2 ～ 3 等 間 1,000

酒 造 好 適 米

特上～特等間 　500
特等～ 1等間 　500
1 ～ 2 等 間 1,000
2 ～ 3 等 間 　700

３．高水分米と異物混入の防止を
品質安定のため、必ず二段乾燥を実施して適正水分（14.5％～ 15.0％）に仕上げてください。

入庫時15.1％～ 16.0％までの高水分米は別扱いとなり倉庫作業に支障をきたします。さらに16.0
％を超えた米は規格外の取り扱いとなります。また、刈り取り時において、特に倒伏したほ場
では土・石などの混入や複数品種を作付けしている場合の異品種混入にも十分ご留意願います。
（異物混入によるクレームが多発しております。自家調製の際、乾燥機の稼働前点検をおこな
い十分気をつけていただくようお願いします。）

4．出荷契約金の金利相当額
金利相当額は出荷契約金返還後に実質金利相当額を計算して、後日徴収します。

５．特別栽培米「つや姫」の取り扱い
（１）生産・出荷基準について

①「つや姫/栽培マニュアル」にもとづき生産を行う。
②出荷基準を設定して取り組み、食味計によるタンパク質含有率7.5％以下
  （乾物換算）を基準として自主仕分けを行う。
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（２）入庫区分
米穀の区分 等　級 格　　差 販売取扱

①出荷基準「タンパク7.5%以下」／特別栽培米 1等・2等 ①基準
つや姫

②　　　　〃　　　　　　／（特栽不適合） 1等・2等 ①の△1,000円

③出荷基準「タンパク7.6%以上」／特別栽培米 1等・2等 「はえぬき」水準
を基準
※1

Ｂつや姫
※₂

④　　　　〃　　　　　　／（特栽不適合） 1等・2等

⑤ ３ 等米 3等

※1　「はえぬき」水準を基準として、概算金設定時に格差を決定します。
※2　「Ｂつや姫」は「つや姫」としての単品精米販売（品種表示）は行いません。

（３）調製網目にかかる申し合わせについて
県の栽培マニュアルにおける調製網目は、「1.90㎜（ＬＬ網）を基本とする」としてい

ることから、網目については、栽培マニュアルを尊重しつつ、圃場及び生産者ごとの米
の品質（出来）に応じた網目の選択とします。

ただし、選別精度が低下すると玄米タンパク値が高まる傾向にありますので、十分ご
留意のうえ対応願います。

【自家調製の方は事前確認をお願いします】
紙袋に詰める前に最寄りの倉庫に玄米サンプルをお持ちいただき、農産物検査員によ

る品質、食味の事前確認を踏まえ、出荷対応願います。

６．ＪＡ庄内みどり「雪若丸」の栽培要件
①栽培マニュアルの順守
②出荷基準の目標
　　　　・食味：玄米タンパク質含有率6.7% ～ 7.5%（乾物換算）
　　　　・整粒：ＬＬ網1.90㎜以上
　　　　　※出荷基準目標による別仕分けは実施しません。
③安全安心な生産管理の実施
　　　　・農薬の適正使用や安全管理などの県が定めた農業生産工程管理の実施 

　　　  （県版ＧＡＰ）
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■ 米穀集荷対策

１．フレコン検査
作付面積の大規模化や生産者の高齢化に伴い、労力軽減を図るため一般倉庫でのフレコン検

査を行います。
また、 7 年産米の個人調製の方につきましては、全農統一フレコン（青色）を貸与いたします。

（１）検査場所拠点化について
フォークリフトによる搬入となるため、作業性のよい倉庫を選定し検査を実施します。

フレコン搬入は既存の個袋検査との混乱を避けるため、搬入時間を区分設定するなどの
対応を行ないます。

●フレコン検査倉庫
検査場所 地　　区 備　　考

西 荒 瀬 北部・西荒瀬・本楯 主食・加工・飼料
庄 内 北 部RS 鳥海・本楯・上田・八幡 委託搬入のみ
北 平 田 北平田 主食・加工・飼料
中 平 田 東平田・中平田・酒田 〃
広 　 野 広野・浜中・新堀 〃
平 田・ 砂 越 平田 〃
松 山 集 中 平田・松山 〃
遊佐ばら・蕨岡ばら
高瀬ばら・稲川 遊佐・稲川・西遊佐・蕨岡・高瀬・吹浦 主食・加工

※ 委託搬入は、該当検査場所以外へ搬入する場合があります。
※ 遊佐地区については、令和 6 年産～ 8 年産にかけてバラ出荷廃止に伴い、定量フレコンの 
　 出荷、及び検査については各倉庫にて対応いたします。

（２）対象銘柄
【主食用米】

「はえぬき」「つや姫」「ひとめぼれ」「雪若丸」及び「開発米」を基本とします。少量
品種は、実需先より個袋の要望が強いことから紙袋を基本とします。

【加工用米】
「はえぬき」「ひとめぼれ」を基本とします。天災等による極端な不作により、大幅な

減収があった場合、作況調整をおこないます。ＪＡに出荷後、加工用米から主食用米へ
制度変更になる場合がありますので、一部紙袋の出荷をお願いします。

【飼料用米】
今年産も個人調製分を倉庫で検査買入れします。後記の「飼料用米のフレコン出荷お

よび農産物検査について」をご参照ください。
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（３）規格・品質
①検査するフレコン全ての品質と水分が均一であることとします。フレコン内で層にな

ったり、品質が均一でないものは規格外となります。（全量一律等級）
②皆掛重量が1,092kg以上（正味重量1,080kg＋入目重量9.0kg＋フレコン重量3.0kg）
③水分は14.0％～ 15.0％とし、共乾施設での規格と同一になります。

（４）フレコン出荷の概算金
①概算金は紙袋代金を差し引いたバラ単価になります。
②フレコンはＪＡからの貸与となります。

２．フレコン集荷支援対策
（１）運賃助成

フレコン検査場所の拠点化により、地区外への搬入となった場合、委託搬入者に掛か
り増しとなる運賃部分を助成します。（単価、金額については検査場所、地区で異なりま
すので、すべての検査終了後に精算し助成します）

（２）搬入用資材（パレット）への助成
フレコン出荷に伴う搬入用資材（パレット）の新規購入、更新の取得費用の一部を助

成します。
助成金額

搬入用資材（消費税込みの金額）の20％以内とし １ 農家あたり 5 万円（税込）を上限とする。

（３）個人フレコン出荷に伴う機械導入への助成（R₆～R₈）
　フレコン検査出荷に係るフレコンタンク・昇降機・台秤（フロアスケール）・
フォークリフト（中古も含む）等の取得費用の一部を支出する。
※機械の修理及び機械更新については助成対象外とする。

支出単価
　機器導入（消費税込みの金額）の20％以内とし、助成金額においては １ 農家あたり最
大50万円（税込）を上限とし支出する。
助成期間

　機器導入に係る助成については、令和 6 年から 8 年までの 3ヶ年とし、 １ 農家 １ 回限
りとする。

※以前にフレコン助成に該当された方は対象外とする。
※当年産米にフレコンでの出荷実績が無かった場合、助成金の返還になることがあり 

　　ますのでご留意ください。

（４）助成金支払時期について
　助成については、12月末までの申請とし、翌年 3 月末までの支払いとします。
詳しくは各営農課か本所米穀課までお問合せください。
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■ 飼料用米のフレコン出荷および農産物検査について
（１）出荷に伴う留意点と飼料用米の交付金について

①主食用米とのコンタミを防ぐため、主食用米終了後の乾燥調製を基本としてください。
②飼料用米以外のほ場から収穫された米（くず米など）を飼料用米として出荷する行為

は交付金の不正受給となり、摘発の対象となります。県外で摘発される事例が報告さ
れています。飼料用米制度を根幹から揺るがしかねない行為となりますので絶対に行
わないでください。

③令和 5 年産より国の飼料用米交付金につきましては、選別網1.7㎜以下は補助金対象外
となりますが、調製・出荷については、従来同様の対応（1.7㎜網で選別の必要なし）
で構いません。すべて出荷いただきますようお願いします。ただし、交付金について
は国の算出基準により支払われることになります。
※当ＪＡの飼料用米は区分管理のため、飼料用米圃場からの収穫物は全量出荷が原則

となります。また、農産物検査法では品質及び水分の均一が合格基準であることや、
販売先からも製品の均一化を求められております。従来同様、無選別調製による出
荷対応をお願いします。

（２）検査規格　　
①等級区分は「合格」と「規格外」の 2 区分となります。
②水分の最高限度は食用と同じ16.0％以下。
③被害粒は「発芽粒」「病害粒」「芽くされ粒」に限定し、「虫害粒」「胴割粒」「奇形粒」
「砕粒」などは被害粒としません。

④形質の項目もありませんので、「充実」「粒ぞろい」「肌ずれ」「心白」「腹白」も判定し
ません。
※交付金数量支払の対象は「合格」のみとなります。
※規格外は飼料用米として出荷されますが、交付金の対象とはなりません。

（３）品質・量目
①検査するフレコン全ての品質と水分が均一であることとします。フレコン内で層にな

って、品質が均一でないものは規格外となります。フレコン複数本であってもすべて
同一品質が前提となります。

②皆掛重量が971kg以上（正味重量960.0kg＋入目重量8.0kg＋フレコン重量3.0kg）
③飼料用米は、ほ場からの収穫物（くず米も含め）はすべて全量出荷となります。端量

は重量にかかわらずフレコンで出荷してください。端量の入目については農産物検査
法で定められた計算方法で算出し、またフレコン重量を除いた正味重量が出荷数量と
なります。

④フレコンについては新規のピンク帯（全農フレコン）を使用ください。
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■ 令和７年産「新規需要米」「大豆」の取り扱いについて

１．令和７年産新規需要米（飼料用米・米粉用米）の取り扱い
（１）飼料用米「ふくひびき」

今年産のＪＡ飼料用米は1,028haとなり、従来同様に共乾施設利用と個人調製出荷を取
り扱いします。搬入する施設や倉庫については、荷受（刈取）計画、入庫計画等でお知
らせします。

また、飼料用米の精算方法については、販売単価を値上げし38円/㎏の全地区同単価で
の精算方法とします。

●地区別取組み状況� （単位：ａ）

地　　　区
共乾施設利用 個人調製 合　　　　計

作付面積 施設名 作付面積 作付面積

西 荒 瀬 1,650.4 西荒瀬ＣＥ 124.2 1,774.6 

酒 田 北 部 1,907.2 西荒瀬ＣＥ・平田中央ＣＥ 381.3 2,288.5 

鳥 海 1,875.7  鳥海ＭＲＣ 756.6  2,632.3 

本 楯 2,616.4 本楯ＣＥ 0.0 2,616.4 

上 田 3,478.1 上田ＣＥ・一条ＣＥ・平田中央ＣＥ 81.8  3,559.9 

北 平 田 2,736.2 平田第一ＣＥ・平田中央ＣＥ・上田CE 2,574.9 5,311.1 

東 平 田 4,969.8  東平田ＣＥ・平田中央ＣＥ 0.0 4,969.8 

中 平 田 2,618.0 平田第一ＣＥ・みずほＣＥ・平田中央ＣＥ 350.3 2,968.3 

広 野 3,742.1 広野ＣＥ・平田中央ＣＥ（直播） 1,225.7  4,967.8 

浜 中 0.0 1,178.3 1,178.3 

新 堀 4,209.0 新堀ＣＥ・平田中央ＣＥ 2,626.9 6,835.9 

酒 田 3,759.8  みずほＣＥ 0.0 3,759.8 

旧 酒 田 地 区 計 33,562.7  9,300.0 42,862.7 

八 幡 3,075.7  一条ＣＥ 3,461.2 6,536.9 

平 田 4,513.6  平田中央ＣＥ 3,254.0 7,767.6 

松 山 5,193.0 松山ＣＥ・南部ＭＲＣ・平田中央ＣＥ 2,106.0 7,299.0 

遊 佐 9,937.6  遊佐中央ＣＥ・当山ＲＣ 0.0 9,937.6 

稲 川 10,300.0 
南西部ＣＥ

0.0 10,300.0 

西 遊 佐 2,302.2 0.0 2,302.2 

蕨 岡 7,724.9 遊佐中央ＣＥ 0.0 7,724.9 

高 瀬 7,582.7 
当山ＲＣ

0.0 7,582.7 

吹 浦 521.6  0.0 521.6 

遊 佐 地 区 計 38,369.0 0.0 38,369.0 

合 計 84,714.0 18,121.2 102,835.2 

※＜施設利用料金＞60㎏あたり税込み１,595円
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（２）米粉用米「はえぬき」
今年産の米粉用米「はえぬき」は、11haとなりました。
共乾施設利用者による加工用米と同様の一括管理での取り組みとなりますので、各利

用施設の「はえぬき」の刈取計画に基づき対応願います。

　　　●地区別取組み状況　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：ａ）
地区名 作付面積 施設搬入面積 施設名

広 野 335.8  335.8 広 野 C E

新 堀 606.7 606.7 新 堀 C E

八 幡 225.8 225.8 一 条 C E

合　計 1,168.4 1,168.4

※＜施設利用料金＞各施設の一般米利用料金と同額とします。

２．令和７年産大豆の取り扱い
令和 ７ 年産大豆は従来同様「ＪＡ庄内みどり米・大豆生産履歴記帳運動」に基づき、仕分集

荷及び搬入施設の指定によりスムーズな集荷・調製・管理に努めます。
また、仮渡金および施設利用料金については、前年同額とさせていただきます。

（１）仮渡金
①大豆荷受重量に対して₁kgあたり３０円（税込）の仮渡しを行います。
②仮渡金の支払い時期は、12月下旬（荷受開始日～最終荷受けまで）を予定しています。	

※大豆の製品数量・等級が確定しましたら、₃月末を目途に概算精算を行います。	

（２）施設利用料金
①荷受重量₁kgあたり３０円（税込）の施設利用料を徴収します。	
②利用料の徴収時期は、12月下旬（仮渡しと同時期）を予定しています。

（３）荷受時期
①10月下旬～ 11月上旬を計画しています。
②栽培履歴記録書の内容を確認し、仕分集荷を各施設で実施します。
③搬入時は必ず施設関係者の指示に従い、荷受け終了まで立会いください。

（４）刈り取り時の注意
①水分17％以下を厳守してください。
②異物（イナゴ・雑草など）や土の混入、植物汁による着色には十分注意してください。
③生産基準に基づく刈り取り仕分けを行い、各施設に搬入してください。
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（５）施設稼働計画
大豆担当者・施設関係者との連携を踏まえ、効率的な荷受体制と施設稼動を計画します。

●令和₇年産大豆施設稼働計画（出荷契約面積合計648ha）
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MEMO
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テーマ2   各部からのお知らせ
■ 米穀課 �
　米（紙袋）の委託搬入における「パレット集荷」への取り組みについて

これまで米入庫体制につきましては、依頼した運送業者がベルトコンベアでトラックへ積み
込みし集荷を行ってきました。しかし、近年の燃料高騰やドライバー不足など、年々取り巻く
環境は厳しく秋の人員確保が難しい状況にあります。今後もスムーズな検査業務を行うために
も、搬入の効率化を図り継続していく必要があります。そこで、これまでのベルコンを使用し
た集荷方法から、パレット集荷への移行を進めることで搬入時間の短縮と作業効率の向上によ
る円滑な検査体制を見込んでおります。

さしあたって、今年度はパレット集荷のモデル地区を選定し試験的に取り組みを開始します。
また、一般生産者であっても希望される場合は対応いたしますので、まずは各営農課にご相談
ください。

◆パレット集荷の流れ（①～⑥）
①営農課へパレット搬入を申し込む
②運送業者が生産者（申込者）の調製倉庫の現場確認を行う(フォークリフトの出入り可否等)
③調製前にＪＡから生産者（申込者）へパレットとシートパレットを貸し出す
④生産者（申込者）がパレットにシートパレットを重ね、その上に紙袋42袋を積む　→　積 

　　み終えたら各営農課へ連絡
⑤運送業者がフォークリフトと共に生産者（申込者）宅へ伺い、トラックへ米を積み込む
⑥トラック １ 台へ最大 ２ パレット（84袋）を積載し検査場へ搬入する（※ ３ パレット以上の 

　　場合は往復輸送または複数台による輸送）
・ご不明な点がございましたら各営農課までお問合せ下さい。

■ 営農企画課 �
　ＪＡ庄内みどり土づくり支援対策について
（１）目　　的

○　酸性化土壌の改善（地力の回復・向上）　
　　＜目標値＞土壌pH 5.5以上　　
　　※ 現況（管内）平均pH 5.51（つや姫圃場の分析値より）
○　作物の安定生産や収量・品質向上および温暖化防止・水質浄化への効果

（２）対象資材　　　
昨年のつや姫圃場の土壌分析によると、土壌㏗は基準値を上回っている状況にありま

す。また、近年の高温による気象災害からの被害軽減を図るうえでも、土壌㏗の目標値
を維持し引き続き、アルカリ分多く含んだ以下のケイ酸質肥料₄銘柄を支援対象資材と
します。



― 14 ―

●土づくり支援対策〔対象資材一覧〕

品　名 規格
(㎏ /袋)

参考価格
(円/袋)

10a当り
散布基準量(袋)

10a当り
資材コスト(円) 備　考

農力アップ 20 1,705 3 5,115 ケイ酸20％
アルカリ40％・苦土1％

てんろ石灰（粗粒） 20 　946 5 4,730 ケイ酸15％
アルカリ47％・苦土3％

とれ太郎 20 3,003 3 9,009 ケイ酸30％
アルカリ40％・苦土12％

混合りん肥新3号（砂状） 20 1,397 5 6,985 ケイ酸28％
アルカリ42％・苦土4％

（３）支援内容　　　
①上記対象資材の10a当りの散布基準量（㎏）に基づき、令和₇年産主食用うるち米（加

工用米・飼料用米・米粉用米・もち米は除く）のＪＡ出荷数量に応じて₁俵（60㎏）
当り300円を土づくり対策費として支払う。

②土づくり資材を主食用うるち米全圃場に散布したと判断される場合は、主食用うるち
ＪＡ全出荷量に対して支援します。

③土づくり資材が散布基準量に満たないと判断される場合は10a当りの支援対象数量は10
俵分を基準（上限）とします。

④法人については構成員ごとの取組みに応じて法人組織へ支払うものとする。

例１）生産者Aさん（農力アップ60㎏ /10a）
＊主食用米作付面積：100a
＊土づくり資材散布数量（資材供給数量）：30袋/20kg（600㎏）
＊土づくり支援対象面積：100a（600㎏÷60㎏ /10a＝100a）
＊ＪＡ出荷数量：100俵（主食用米・醸造用米）
＊土づくり支援対象数量：100俵
＊Aさんへの支払額：100俵×@300/俵=30,000円

例２）生産者Bさん（農力アップ60㎏ /10a）
＊主食用米作付面積：500a
＊土づくり資材散布数量（資材供給数量）：75袋/20kg（1,500㎏）
＊土づくり支援対象面積：250a（1,500㎏÷60㎏ /10a＝250a）
＊ＪＡ出荷数量：450俵（主食用米・醸造用米）
＊土づくり支援対象数量：250俵
＊Bさんへの支払額：250俵×@300/俵=75,000円

（４）確認資料　　　
購買品供給明細・購入伝票・領収書・出荷数量明細・栽培記録書等
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（５）支払時期
散布時期 基準年月日 支援対象産米 支払時期

令和7年秋散布 令和7年12月31日まで 令和7年産米
12月末までの出荷数量

令和8年3月31日まで
令和8年春散布 令和8年 3月31日まで 令和8年7月31日まで

（６）事業年度
令和 7 年春～令和10年秋

（７）土づくり資材の取りまとめについて
すでに ７ 月及び ８ 月のＪAデーにおいて、資材の予約注文の取りまとめを行っておりま

すが新規でのお申込みや追加等がある場合は早めに最寄りの生産資材店舗にご連絡願い
ます。

（８）土づくり対策の効果について
圃場において登熟期までは葉の枯れ上がりが少ないことが確認され、また酒田農業技

術普及課の調査では収量増加も見られる。

その他　　　
①散布手段については個人、委託は問わない。
②県枠産地交付金（飼料用米取組助成）等において、土づくり資材の散布を選択されて

いる方については今秋（年内）に実施願います。
＜参考＞ＪＡ庄内みどり土づくり支援対策費　試算（支払）例

【凡　例】					   
購入資材：　農力アップ					   
資材規格：　20kg/袋					   
資材価格：　1,705円/袋［税込］

主食用米
作付面積
（a）

土づくり資材の散布量及び
米出荷数量のパターン

①土づくり資材
購入量（㎏）

②10a当り土
づくり資材散
布基準量（㎏）

③土づくり支
援対策費対象

面積（a）

④JA出荷量（俵）
（主食用・醸造用）

⑤土づくり支
援対策費対象
出荷量（俵）

⑥土づくり資
材購入費（円）

⑦土づくり支
援対策費支払

額（円）

〔参考〕
資材費支援率

（％）

袋数 （袋数×20
㎏ ）

（散布基準
参照） （①÷②） （JA確認）

※部分散布の
場合は③×10

俵/10a

（資材購入袋
数×@1,705/

袋）
（⑤×

@300/俵） （⑦÷⑥）

生産者 Aさん 200 
土づくり資材散布量は、主
食用圃場に対し基準の５０％、
かつ１０a当り１０俵の出荷

30 600 60 100 200 100 51,150 30,000 58.7 

生産者 Bさん 400 
土づくり資材散布量は、主
食用圃場に対し基準の70％、
かつ10a当り9俵の出荷

84 1,680 60 280 360 280 143,220 84,000 58.7 

生産者 Cさん 800 
土づくり資材散布量は、主
食用圃場に対し基準の80％、
かつ10a当り8.5俵の出荷

192 3,840 60 640 680 640 327,360 192,000 58.7 

生産者 Dさん 1,000 
土づくり資材散布量は、主
食用圃場に対し基準の100％、
かつ10a当り9俵の出荷

300 6,000 60  1,000 900 900 511,500 270,000 52.8 

生産者 Eさん 1,000 
土づくり資材散布量は、主
食用圃場に対し基準の100％、
かつ10a当り10俵の出荷

300 6,000 60 1,000 1,000 1,000 511,500 300,000 58.7 

生産者 Fさん 1,200 
土づくり資材散布量は、主
食用圃場に対し基準の100％、
かつ10a当り10.5俵の出荷

360 7,200 60  1,200 1,260 1,260 613,800 378,000 61.6 

生産者別

項　目
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令和７年産米の生産履歴記録書の提出について
消費者から「安全・安心」のブランドとして支持いただけるＪＡ米の ３ つの条件は、「①銘柄

確認ができる種子の米」「②登録検査機関で受検された米」「③生産基準を順守して栽培され、
かつ生産履歴が確認された米」です。

このことから、内容がきちんと記載され確認されたものでなければ、ＪＡ米として流通させ
ることはできません。必ず収穫前までに生産履歴記録書をご提出いただくよう宜しくお願い申
し上げます。

必ず、指定された期限まで生産履歴記録書を提出いただくようお願いします。

■ 担い手支援課 �

１.　経営所得安定対策の申請状況
今年度の「経営所得安定対策」と「米・畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）」の申

請状況は下記のとおりです。今後、作付け・出荷数量等を確認後、交付金が交付されます。

（１）令和 7年度　経営所得安定対策の申請状況
　　　（ＪＡの生産調整方針に参画している農業者のみ） （単位 : ha）【6月30日現在】

酒田きた 416.0 190.8 0.0 12.6 103.3 0.0 0.0 722.7 32.7

酒田ひがし 398.0 144.3 0.0 88.3 84.9 22.8 0.0 738.3 8.1

酒田みなみ 300.0 214.1 9.4 33.4 182.5 0.9 0.0 740.3 22.9

酒田計 1,114.0 549.2 9.4 134.3 370.7 23.7 0.0 2,201.3 63.7

八　幡 48.3 92.0 3.7 36.6 29.4 0.9 0.0 210.9 40.8

平　田 153.0 118.2 0.0 11.3 12.5 14.0 0.0 309.0 74.6

松　山 121.0 83.2 0.0 0.0 10.7 2.4 0.0 217.3 89.8

遊　佐 154.7 427.3 0.0 46.7 223.4 38.6 0.0 890.7 91.9

合　計 1,591.0 1,269.9 13.1 228.9 646.7 79.6 0.0 3,829.2 360.8

R6 1,177.2 1,793.6 61.1 236.0 734.0 85.8 0.0 4,087.7 408.0

R7/R6 135.2% 70.8% 21.4% 97.0% 88.1% 92.8% 0.0% 93.7% 88.4%

麦 計
飼料用米 米粉用米 ＷＣＳ

営農課

戦　　　略　　　作　　　物

地域振興
作物等加工用米

新規需要米

大豆 飼料作物

＊上記面積は交付対象予定面積です。交付対象外面積は含まれていません。

（２）令和₇年度　米・畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）加入状況
（単位:件、ha）

合　　　　計 麦

酒田きた 107 0.00

酒田ひがし 100 0.00

酒田みなみ 97 0.00

酒田計 304 0.00

八　幡 23 0.00

平　田 63 0.00

松　山 45 0.00

遊　佐 74 0.00

合　計 509 0.00

R6 557 0.00

R7/R6 91.4% 0.0%94.9% 89.0%

475 34 3,543.14 522.14

3,733.75 586.68

39 6 278.15 10.35

67 7 945.61 217.91

21 2 71.20 2.06

63 0 292.59 5.97

86 11 728.02 161.78

285 19 1,955.59 285.85

104 3 563.19 57.45

95 5 664.38 66.62

営農課
加　　入　　申　　請　　件　　数 申　請　作　付　面　積

個　　　　　人 法　　　　　人 水　　　　　稲 大　　　　　豆
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（３）令和 7年産の各種交付金交付時期（予定）
交付金名称 交付時期（予定）

水田活用の直接支払交付金の交付 令和 7 年11月～12月
水田活用の直接支払交付金（数量払）の交付 令和 8 年 1 月～ 2 月
畑作物の直接支払交付金（数量払）の交付 令和 8 年 4 月以降
収入減少影響緩和対策の交付【格差発生の時】 令和 8 年 6 月

＊基準単収が設定されている作物は、実績等の書類が確認されてから支払われます。

２.　農地中間管理事業による農地の募集について
5 月の広報誌と一緒に募集案内を配布していましたが、本年度の募集期間については下記内

容となっております。希望する方は下記にご留意の上、お申し込みください。契約満了後の更新・
新規契約の農地精算について、令和 7 年度から手数料が発生します。（詳細は、やまがた農業支
援センターへお問い合わせください。）

　　　　
令和７年度　募集期間

酒田市の場合２回実施
　　【１回目】令和７年　６月 30日 ( 月 ) まで
　　【２回目】令和７年 10月 31日 ( 金 ) まで

遊佐町の場合は随時受付
　ただし令和 8年度から耕作分は令和 7年 11月末まで
　詳細は遊佐町農業委員会へご確認下さい。

◆ 出し手：中間管理事業利用確認書【貸付者用】
○募集は １ 年を通し随時受付致しますが、令和 8 年度から耕作を委託したい場合は、10月

31日までにお申し込みください。
○農地中間管理機構に対し、原則、白紙委任をしていただきます。貸付ける相手方を選ぶ

ことはできませんので、ご留意ください。

◆ 受け手：中間管理事業利用確認書【借受者用】
○令和 8 年度から農地を借受ける場合の申し込みは、10月31日までにお申し込みください。
○既に登録されている方は継続されますので、改めて申し込む必要はありません。
　

【遊佐町については、遊佐町農業委員会へご確認ください。】
※農地利用集積円滑化事業から中間管理事業へ移行したい場合は、各営農課へご相談くだ

さい。
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３.　新規就農等支援対策事業の募集について
令和 3 年度から令和 7 年度までの 5 ケ年事業として当ＪＡ独自の事業を行っています。親元

就農を含む新規就農者への支援、農地所有適格法人（以下、農業生産法人）の技術習得に対す
る支援、雇用就農に対する支援、新規園芸作物の導入に対する支援の ４ つで就農をサポートす
る事業です。募集期間は毎年12月までとなりますので、申請される場合は最寄りの営農課まで
お問合せ願います。

☆事業の目的☆
農業者の高齢化が進む中、地域農業の維持・発展のために担い手の確保は急務となっています。

親元就農を含めた新規就農者への総合的な支援をすることで、就農の促進と新規就農者の農業
経営の早期確立と農業生産法人の雇用就農の促進を目指します。

☆支援内容☆
1.　新規就農（親元就農含む）支援
≪対象者≫

当ＪＡの正組合員であり、就農時の年齢が原則として50歳未満で就農開始後 5 年を経過しな
い親元就農を含む新規就農者で、ＪＡ出荷を基本とする経営体（世帯）。ただし、兼業所得が農
業所得より多い兼業農家は対象外となります。

①農地賃借料助成
前年度に農業委員会・農地中間管理機構を通じて借り入れた農地（純増分）の面積を基

に算出した農地賃借料参考単価に賃借面積を乗じた額のいずれか低い額とし、20万円を上
限に支援を行います。

②農業用機械導入助成
事業費10万円以上の農業用機械（中古含む）の導入に対し、事業費の 5 分の 1 または30

万円のいずれか低い額を支援します（中古の場合は残存耐用年数が 2 年以上のもの）。トラ
ック、農業用施設、修理費、修繕費、他の公的助成（補助事業）の対象になるものは支援
対象外となります。【但し農産物等の出荷に要するもので軽貨物車（ ４ ナンバー）は該当し
ます】

③大型特殊免許等取得助成
取得費の 2 分の 1 または 5 万円のいずれか低い額、また、けん引免許（農耕用）は実費

若しくは 3 万円を上限としていずれか低い額を支援します。
・上記①～③の中でそれぞれ算出された助成金額に対し1,000円未満の端数が生じた場合は

これを切り捨てます。
・年度内で①～③の項目が重複した場合は全て助成対象となりますが、令和 3 年度～令和

7 年度の実施期間内においては支援項目ごとの申請は 1 人 1 回となります。
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2.　農業生産法人技術習得支援
当ＪＡの正組合員であり、農業生産法人連絡会議の会員であるＪＡ出荷を基本とする農業生

産法人の経営者若しくは雇用者が技術習得の為研修会へ参加するにあたり掛かる費用に対し、
1 農業生産法人につき 1 人30万円を上限に支援を行います。

　

3.　農業生産法人雇用支援
当ＪＡの正組合員であり、農業生産法人連絡会議の会員であるＪＡ出荷を基本とする農業生

産法人に対し、他の公的助成（農の雇用事業、雇用就農資金、雇用就農促進支援事業、雇用就
農支援事業など）が終了、または採択された農業生産法人で雇用者と雇用契約を結び、申請時
に雇用を継続している場合に当該事業年度において 1 農業生産法人につき 1 人60万円を上限に
支援を行います。

4.　農業生産法人園芸作物新規取組支援
当ＪＡの正組合員であり、農業生産法人連絡会議の会員であるＪＡ出荷を基本とする農業生

産法人に対し、新規に園芸作物を導入し、複合経営を行う農業生産法人に対し、導入時におけ
る種苗代金及び生産資材に対し当該事業年度において 1 農業生産法人につき 1 人60万円を上限
に支援を行います。

☆募集期間☆
令和 7 年 4 月～令和 7 年12月（令和 8 年度以降の支援内容は検討中です）

■ 令和 ６ 年度支援実績
【新規就農支援の部】 件・人数 助成金
①農地賃借料助成 0件 0円
②農業用機械導入助成 6件 1,607,000円
③大型特殊免許所得助成 5件 　241,000円

＜助成人数合計＞ 10人 1,848,000円
【農業生産法人雇用支援の部】 1件 　600,000円
【農業生産法人園芸作物新規取組支援の部】 0件 　0円
【農業生産法人技術習得支援の部】 0件 　 0円

＜総合計＞ 12件 2,448,000円
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■ 畜産課�

家畜防疫衛生対策について
①引き続き畜舎内への病原体持ち込み防止を徹底し、畜舎に入る際の専用長靴の着用、手

指の消毒または手袋交換を徹底して下さい。消毒については、適切な濃度で使用し、踏
み込み消毒槽の消毒液交換は、汚れた場合だけではなく、₁日₁回は交換をお願いします。

②野生動物による病原体の持ち込みを防ぐため、防護柵、畜舎等の破損個所の点検・修繕や、
人・車両を介した畜舎内への侵入防止対策の徹底をお願いします。

③庄内地区家畜畜産物衛生指導協会の環境衛生対策事業の助成実施と合わせ、農協も助成
し消毒殺菌剤等を配布致します。

④毎日の健康観察、早期発見及び早期通報をお願いします。
⑤異常を発見した場合は速やかに、庄内家畜保健衛生所に連絡をお願いします。
　（電話番号　0235-68-2151）

■ 営農資材課�

１．肥料情勢について
肥料原料の国際市況は、尿素が中国の厳格な輸出規制の影響を受け、未だ高い水準で推移し

ていることと、さらに春肥に向けた需要の増加により価格は上昇傾向にあります。
また、製造諸経費についても、電力費などの増加に加え、輸送費や人件費などの物流費が引

き続き上昇していることから、令和₇年₆月からの肥料価格は、世界的な需要増や中国の輸出
規制、製造コストの上昇などを背景に高度化成一般（15-15-15）で3.3％の値上げとなりました。
11月以降の価格については、全農が肥料メーカ－と交渉をおこなっておりますので、決定次第
お知らせいたします。

２．令和8年用水稲園芸肥料、生産資材予約取りまとめについて
昨年同様、水稲園芸肥料・生産資材の予約注文書冊子は10月に配布予定です。
すでに取りまとめをおこなっている集約銘柄肥料および水稲用基肥早期とりまとめ品目（ 7

品目）については、重複防止の為注文書に掲載しませんので「その他希望欄」にご記入ください。
また、予約注文をいただくことで、※価格割引や長期決済など、予約注文せず、必要な時に

都度購入するよりも有利な条件でご利用いただけますのでぜひご活用ください。なお、予約注
文書に掲載していない商品、メーカ－直送の大型規格農薬は返品不可ですのでご注意願います。

　特別栽培米（つや姫含む）は施肥、防除基準決定後に取りまとめます。
　※予約購買の優遇措置
　・予約価格については通常価格より約 5 ％割引
　・早期配送または自己引取りによる値引き
　・予約購買長期決済サイトを設定（水稲用は年₂回決済₇月・11月、園芸用は₇月決済
　　※専門部取りまとめ予約については別途設定）
　・大口利用対策奨励（予約供給金額50万円以上）
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※但し予約購買の優遇措置に関しては、予約注文書を取りまとめ期限内での提出が条件とな 
　　ります。予約取りまとめ期限後のご注文は割引対象外とさせていただきます。

３．秋の資材店舗休日営業体制について（9月～ 10月末まで）
店舗 電話番号 土曜日 日曜日 祝祭日

中 央 資 材 店 舗 ☎ 2 6 - 6 8 1 4 営業（ 8：30 ～ 17：00）

浜 中 資 材 店 舗 ☎ 9 2 - 4 8 3 2 休業（※ 2 月28日まで）

遊 佐 資 材 店 舗 ☎ 7 2 - 2 4 1 0 休　業
営　業

（8：30 ～ 12：00）
10月12日まで

休　業

遊佐園芸資材センター ☎ 7 6 - 2 2 1 1
営　業

（8：30 ～ 12：00）
10月11日まで

休　業 休　業

※本楯・八幡・平田中央・松山各資材店舗は土・日・祭日は休業となります。
※購買品棚卸のため 9 月30日（火）、10月 1 日（水）全店舗休業とさせていただきます。
　但し 9 月30日は中央配送センター、本楯・八幡・平田・松山の資材店舗は午前営業、午後 

　　から休業となります。

４．農業用廃プラスチック回収について
11月に 2 回目の回収を予定しています。詳細は11月のＪＡデ－にてお知らせいたしますので、

分別回収へのご協力をお願いします。また、期限切れの古い農薬を回収依頼される場合、水銀
化合物を含む農薬や、ラベル表示が無いなど成分不明の農薬については別途廃棄処分費用がか
かりますのでご注意ください。

５．各資材店舗でQRコード決済が利用できます！
組合員・利用者様の利便性向上のため、スマホで簡単にキャッシュレス「ＱＲコード決済サ

ービス」を導入しました。
・開始日　　　　令和 7 年 9 月 1 日（月）
・対象店舗　　　ＪＡ庄内みどり管内　 8 生産資材店舗
　　　　　　　　　（中央資材、本楯資材、浜中資材、遊佐資材、遊佐園芸資材、
　　　　　　　　　 ※八幡資材、※平田中央資材、※松山資材）
　　　　　　　　　 ※八幡資材、平田中央資材、松山資材の 3 店舗については、10月 1 日よ 

　　　　　　　　　　　 り 2 名体制での営業となることから、内部統制上現金での取扱い（お 
　　　　　　　　　　　  支払い）ができなくなりますのでご理解とご協力をお願いいたします。

・決済対象　　　購買店舗での購入商品全般　※予約注文書の支払いは不可
・決済ブランド　以下のＱＲコ－ド決済サ－ビスがご利用いただけます。

① PayPay　　　　　　　② ｄ払い　　　　　　  ③ 楽天Pay



― 22 ―

QRコ－ド決済分に関しては現金取引同様、購買履歴（購買請求書）には反映されません
ので、税務申告等に必要な場合はレシ－トの保管を各自でお願い致します。

ご不明な点は最寄りの資材店舗までお問合せ下さい。
施設名 電話番号 施設名 電話番号

中 央 資 材 2 6 - 68  1 3 遊 佐 園 芸 資 材 Ｃ 76  - 2 2 1 1
本 楯 資 材 2 8 - 2 1 1 3 八 幡 資 材 6 4 - 3 2 3 2
浜 中 資 材 9 2 - 4 8 3 2 平 田 中 央 資 材 5 2 - 2 2 3 4
遊 佐 資 材 7 2 - 2 4 1 0 松 山 資 材 6 2 - 3 3 0 0

■ 農業機械課�

１．作業前に機械の使用前点検をお勧めします。
もうすぐ秋の収穫時期です。機械の性能を維持し、作業中の故障防止の為にお持ちの機械の

使用前点検を行いましょう。

２．農作業事故が起きないよう、安全作業に努めましょう。
管内で農作業事故が発生しています。以下の注意事項を守って作業願います。
　 1 ）機械の修理・点検はエンジンを止めてから！
　 2 ）コンバインでの畦越えや進入路での横転・転落事故に注意！
　 3 ）脱穀時の手こぎ作業は巻き込まれないように注意！

※公道でのトラクター・コンバインの運転、トレーラー牽引作業時には、大特・牽引免許が 
　　必要な場合があります。運転免許証をご確認ください。

３．収穫後のコンバイン整備のご予約を
コンバイン予約整備の案内チラシを 9 月のJAデーで配布します。全整備の場合、予約特典と

して基本点検料を10％割引、2 年以上継続の場合は更に割引いたします。ご予約お問い合わせは、
最寄りの農機センターへご相談ください。
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４．繁忙期体制について
◎ ₉月₆日（土）～ 10月13日（月）までは、秋の繁忙期対応として土・日・祝日も営業の 

　　 定です。※状況により日程変更の場合があります。

点検・整備はお近くの農機センターへ
みどり農機センター　　　℡23－1818 南部農機センター　℡92－3434

酒田きた農機センター　　℡28－2714 北部農機センター ℡72－2411

■ 加工販売課�
新米キャンペーンのお知らせ

令和₇年産の新米を対象とした「新米キャンペ－ン」を、10月1日から12月末まで実施いた
します。

■キャンペ－ン内容
◆当ＪＡのこめ蔵精米センタ－、山居館で販売する令和₇年産米を10kg以上20kgまで発送

される場合、運賃を特別キャンペ－ン価格にてご提供いたします。
◆さらに令和 7 年10月から令和 8 年 9 月までの年間予約も受付けます。
 1 年間に 4 回以上、 1 か所に10kg以上20kgまでを発送される場合、割安運賃を設定いた

します。
　※運賃につきましては、一部宅配運送業者で秋に価格改定が予定されているため、決ま 

　り次第広報等で改めてお知らせします。

　当ＪＡで販売するお米は、すべて当管内で収穫された安心・安全でおいしいお米です。
旬のお米を贈答用としてお届けできるこの機会に、ぜひご利用下さい。

■新米キャンペ－ン・年間予約申込み先

JA庄内みどり
こめ蔵精米センター ﾌﾘｰダｲﾔﾙ　0120-24-9869

●ＪＡ庄内みどり産米販売店
・みどりの里山居館（農産物直売所　山居倉庫隣）
・サンドラッグ酒田曙町店
・Ａコープ東日本（ゆざ店・ふくら店・やわた店）
・めんたま畑（ひらた農産物直売組合　飛鳥）
・鳥海ふらっと（道の駅　遊佐町国道₇号線沿）
（注意）ＪＡの新米キャンペーンが該当する店舗は山居館のみです。
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【生産者さん募集中！山居館であなたの野菜や果物を販売しませんか？】
山居倉庫が国の史跡に指定されたことや、新しく「いろは蔵パーク」という大型商業エリ

アができたことで、山居倉庫周辺にはたくさんの観光客やお買い物のお客さまが訪れています。

山居館も春から多くのお客さまで賑わっていますが、現在、農産物直売所「山居館」では、
地元の新鮮な野菜や果物が不足しています。「酒田・遊佐で採れた野菜はもっとないの？」と
いうお声も多くいただいています。

そこで、酒田・遊佐地域で農産物を作っている生産者さんを募集しています！ご自身が育
てた野菜や果物を、山居館で販売してみませんか？直売が初めての方も大歓迎です。興味の
ある方はお気軽にご連絡ください。

■ お問合せ先

　経済部加工販売課（山居館）　電話：0234－26－6732

【かふぇ山居館がオープンしました！】
8 月 9 日にＪＡ庄内みどり農産物直売所「山居館」に新しく「かふぇ山居館」がオープン

しました。運営は「株式会社　鳥海風土」が担当しています。このカフェでは、庄内地方の
新鮮な果物やお米を使ったジェラ－トやお団子、ぜんざいの他ソフトドリンクなどを販売し
ております。地元の素材を活かしたメニュ－は観光で訪れる方にも大好評です。山居倉庫や
山居館、いろは蔵パークの観光やお買い物の際は、ぜひ「かふぇ山居館」にも立ち寄ってい
ただき、庄内の味を楽しんでみてください。
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■ 共済部�

アンパンマン交通安全キャラバンを開催します！
こどもたちに人気のアンパンマンと仲間たちを通して、次世代を担うこどもたちを交通事

故から守るため、ステージショーを通じて交通マナーや交通ルールを楽しく学びます。

　開催日　　令和 ７年10月25日（土）　 １回目11：00 ～　 ２回目14：00 ～
　場　所　　ＪＡ庄内みどり　本所 ３階　大会議室

参加無料 チケット制

　応募期間　令和 ７ 年 ９ 月 １ 日（月）～　チケットが無くなり次第終了
　問合せ先　ＪＡ庄内みどり共済部　0 2 3 4 － 2 6 － 555   0
　※詳細はＪＡ広報 ９ 月号、ＪＡ庄内みどりＨＰでご案内いたします。

■ 総合企画部�

ＪＡまつりを開催します！
毎年恒例のＪＡまつりを下記の通り開催します。ご来場をお待ちしております。

催　事 期　日 会　場 内　容

グラウンドゴルフ大会 １０/２ ㈭
最上川河川公園グラウンド
ゴルフ場

地区対抗

遊佐地区Ｊ A まつり １０/１９ ㈰
遊佐町農業者トレーニング
センター周辺

「ゆざ産業まつり」と同時開催

八幡地区Ｊ A まつり １０/１９ ㈰ 八幡タウンセンター前 「酒田市合併 20 周年記念　や
わた秋まつり」と同時開催

組合員親睦ゴルフ大会 １０/２３ ㈭ ゴルフパーク酒田 ゴルフ大会

酒田みなみ支店ＪＡまつり １０/２５ ㈯ 酒田みなみ支店 収穫感謝祭

酒田ひがし支店収穫感謝祭 １０/２５ ㈯ 酒田ひがし支店 収穫感謝祭

酒田きた支店ＪＡまつり １０/２５ ㈯ 酒田きた支店 秋まつり

松山地区ＪＡまつり １１/９ ㈰ 松山農村改善センター 「まつやま産業フェア」と同
時開催

平田地区JAまつりは８月２４日㈰に終了しました。たくさんのご来場、ありがとうございました。
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■（株）みどりサービス http://midori-sv.com�

催事の開催予定について
催　事 期　日 会　場 内　容

マルのん
秋の感謝フェア

9/17 ㈬
～9/19 ㈮

㈱みどりサービス本社
マルノー山形直売所

直売所マルノー商品 20％OFF
（一部商品を除く）他

秋の感謝祭り 10/18 ㈯
10/19 ㈰ オートパル酒田工場 自動車、ガス製品

マルノー商品の販売
やすらぎホールさかた

感謝祭 11/1 ㈯ やすらぎホールさかた フラワーアレンジメントや入
棺体験、試食会　他

給油所
PayPay イベント

12/1 ㈪ ～
12/31 ㈬ 4SS PayPay で最大 10％戻ってく

るキャンペーン

新春お年玉フェア
R8

1/17 ㈯
1/18 ㈰

オートパル酒田工場
自動車（新車・中古車）
ガス製品
マルノー商品の販売

■ 燃料課�
（１）	 乾燥機用燃料油を特別価格で提供します。

秋の収穫時期に合わせ、乾燥機用燃料油を特別価格で
提供し、低コスト農業を支援します。

（２）	 灯油の定期配達を特別価格で提供します。
日頃の感謝をこめて、通常配達価格から₄円引きの定

期配送の灯油を、さらに値引きの特別価格で提供します。
（３）	 対象期間中の免税軽油を店頭価格・配送価格より₁円引

きで提供しております。

〇実施期間　令和 ７ 年 ９ 月 １ 日～令和 ７ 年10月20日
〇実施内容　

利　用　者 油　種 ホームタンク
乾燥機用 灯　油 配達価格より 8 円引
定期配送 灯　油 配達価格より５円引

〇受付フリーダイヤル
酒田中央セルフＳＳ ☎０１２０－９７２－０５３新 平 田 松 山 Ｓ Ｓ
遊 佐 セ ル フ Ｓ Ｓ ☎０１２０－９７２－３５８八 幡 Ｓ Ｓ

　   ※詳細は、お電話でお問い合わせください。
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■ ガス課�
ガス課では、ＪＡでんき事業に取り組んでおります。現在ご契約の電気料金明細をご準備

していただきますと、無料でシュミレーションをいたします。そして、ＪＡでんきに切り替
えしていただきますと、電気料金が3 ヶ月間最大1,000円割引、当社ガスと一緒にご利用して
いただきますとセット割で毎月200円のガス基本料金の割引きとなり、たいへんお得になりま
す。詳しくはガス課までお問い合わせください。

株式会社みどりサービス　ガス課 
　　　　　　   TEL：0234-26-5564

※ＪＡでんきの小売電気事業者は全農エネルギー株式会社です（登録番号Ａ0310）
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■ 自動車課�
自動車課では、10月に「秋の感謝祭り」、年明け 1 月に「新春お年玉フェア」を、3 月に「JA

経済事業合同展示会」の開催を予定しております。話題の新型車、厳選したお手頃な中古車
を取り揃えてお待ちしております。スタッドレスタイヤも早期予約価格にてご提供いたします。

また、お車のことでご相談、お困りごと、整備の予約がございましたらお気軽にお近くの
オートパルへお問い合わせください。

オ ー ト パ ル 酒 田 ☎26－5610
オ ー ト パ ル 新 堀 ☎93－2116
オ ー ト パ ル 遊 佐 ☎71－1255

■ 葬祭センター�
　葬祭センターでは、今年度の感謝祭は11月 1 日㈯に開催する予定です。フラワーアレンジ
メント（要予約）や入棺体験、マルノー山形の商品を使ったお料理の試食会・販売などを企
画しております。また、葬儀に関する事前相談も承ります。担当スタッフにお声がけください。
　感謝祭に関する詳細につきましては、ＪＡ広報誌10月号にてお知らせいたします。
皆さまのご来場をお待ちしております。

■ マルノー山形�
　マルノー山形では、ご好評をいただいております「マルのん秋の感謝フェア」を、マルノ
ー山形直売所にて ９ 月17日㈬・ ９ 月18日㈭・ ９ 月19日㈮の ３ 日間、 ９ ：00から15：00まで開
催いたします。
　内容といたしましては、直売所商品20％ OFF（一部商品を除く）や、今話題の「飲む柿酢　
ぶどう味」の特別販売、ご来場者全員に粗品プレゼントなど、いろいろなお買い得商品をご
用意してお待ちしております。
　この機会にマルノー山形直売所にお気軽にお立ち寄りください。
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MEMO



ご来店不要！　いつでも手軽にＪＡバンク
お金の管理や手続きは、ＪＡバンクのアプリが便利です

スマホからJAバンクへ！！

※お客様の取引状況に応じて、一部ご利用できないサービスがございます。■お問い合わせ


